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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】駆動電源線に沿って表示画素間で発生するクロ
ストークを低減する。
【解決手段】表示装置は複数の表示画素ＰＸのマトリク
スアレイと、複数の表示画素ＰＸの行に沿った複数の走
査線１１と、複数の表示画素の列に沿った複数の信号線
１２と、複数の表示画素ＰＸに共通に接続される電源配
線とを備える。各表示画素ＰＸは有機ＥＬ素子１６、対
応走査線１１からの走査信号に応答して対応信号線１２
からの映像信号を取込む画素スイッチ１３、この映像信
号を保持する容量素子１８、並びに有機ＥＬ素子１６お
よび電源配線間に接続され映像信号に対応する駆動電流
を有機ＥＬ素子１６に供給する駆動素子１７を含み、電
源配線は複数の表示画素ＰＸの行に接続される複数の駆
動電源線Ｖdd、および各駆動電源線Ｖddに沿った方向で
複数の表示画素ＰＸを複数ブロックに等分するように配
置され複数の駆動電源線Ｖddに電源電圧を供給する補助
電源線Ｖdd2を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画面を構成する複数の表示画素のマ
トリクスアレイと、前記複数の表示画素の行に沿った複
数の走査線と、前記複数の表示画素の列に沿った複数の
信号線と、前記複数の表示画素に共通に接続される電源
配線とを備え、前記各表示画素は自己発光素子、対応走
査線からの走査信号に応答して対応信号線からの映像信
号を取込む画素スイッチ、前記画素スイッチからの映像
信号を保持する容量素子、並びに前記自己発光素子およ
び前記電源配線間に接続され前記容量素子に保持される
映像信号に対応する駆動電流を自己発光素子に供給する
駆動素子を含み、前記電源配線は前記複数の表示画素の
行および列の一方にそれぞれ接続される複数の駆動電源
線、および前記複数の駆動電源線に直交し各駆動電源線
に沿った方向において前記複数の表示画素を複数ブロッ
クに等分するように配置され前記複数の駆動電源線に電
源電圧を供給する少なくとも１本の補助電源線を含むこ
とを特徴とする表示装置。
【請求項２】  前記自己発光素子は対向する電極間に発
光層を備えた構造で、前記自己発光素子の一方の電極は
前記信号線と同一平面上に形成され、各信号線と対応列
の表示画素との位置関係が前記表示画面の中央で隣接す
る２列の表示画素間に前記補助電源線を配置するために
これら２列の表示画素間の境界を中心にして対称的に設
定されたことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】  前記複数の自己発光素子はその出射する
光の主波長毎に発光面積が設定されることを特徴とする
請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】  前記複数の表示画素は前記複数の走査
線、前記複数の信号線、および前記電源配線と共に基板
上に形成され前記基板を透過させずに前記自己発光素子
からの光を発射する上面発光型のマトリクスアレイであ
り、前記補助電源線は特定種類の発光色が複数列の自己
発光素子に所定順序で割り当てられる場合にこれら発光
色のホワイトバランスにより制限される駆動電流の最大
値が最小である発光色に対応する自己発光素子の列に沿
って配置されることを特徴とする請求項１に記載の表示
装置。
【請求項５】  前記自己発光素子は陽極と陰極との間に
発光層を有する有機エレクトロルミネッセンス素子であ
ることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】  前記画素スイッチおよび駆動素子は前記
自己発光素子素子と同一基板上に形成される半導体膜を
用いた薄膜トランジスタで構成されることを特徴とする
請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば自己発光素
子が表示画面を構成する複数の表示画素に設けられる表
示装置に関し、特にこれら表示画素が共通の電源配線に
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接続される表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年では、有機ＥＬ(Electro Luminesce
nce)表示装置が軽量、薄型、高輝度という特徴を持つこ
とから携帯用情報機器のモニタディスプレイとして注目
されている。典型的な有機ＥＬ表示装置はマトリクス状
に配置される複数の表示画素に自己発光素子として有機
ＥＬ素子を設け、これら表示画素で構成される表示画面
に画像を表示する。この表示装置では、複数の走査線が
これら表示画素の行に沿ってそれぞれ配置され、複数の
信号線がこれら表示画素の列に沿ってそれぞれ配置さ
れ、複数の画素スイッチがこれら走査線および信号線の
交差位置近傍に配置される。
【０００３】各表示画素は画素スイッチ、容量素子、駆
動素子、および有機ＥＬ素子を含む。画素スイッチは対
応走査線からの走査信号に応答して対応信号線からの映
像信号を取込むように接続される。容量素子は画素スイ
ッチからの映像信号を保持するように接続される。駆動
素子は容量素子に保持される映像信号に対応する駆動電
流を自己発光素子に供給するように有機ＥＬ素子および
駆動電源線間に接続される。駆動素子および画素スイッ
チはガラスや合成樹脂などから成る基板、導電性を有す
る基板、あるいは半導体等の基板上にＳｉＯ
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やＳｉＮ

などの絶縁膜を形成した基板上に形成される薄膜トラン
ジスタで構成される。
【０００４】有機ＥＬ素子は赤、緑、または青の蛍光性
有機化合物を含む薄膜である発光層をカソード電極およ
びアノード電極間に挟持した構造を有し、発光層に電子
および正孔を注入しこれらを再結合させることにより励
起子を生成させ、この励起子の失活時に生じる光放出に
より発光する。アノード電極はＩＴＯ等で構成される透
明電極であり、カソード電極はアルミニウム等の金属で
構成される反射電極である。この構成により、有機ＥＬ
素子は１０Ｖ以下の印加電圧でも１００～１０００００
ｃｄ／ｍ２程度の輝度を得ることができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来、電源電圧は一般
に複数の表示画素の列または行に沿ってそれぞれ配置さ
れる複数の駆動電源線の端部に印加される。この場合、
表示画面中央の明るさが端部からの距離に比例して増大
する駆動電源線の配線抵抗の影響で不足し易い。また、
図１０に示すように、表示画素の行に沿って駆動電源線
が配置される表示装置において、白色ブロックを例えば
表示画面の中央に表示し、中間階調の背景をこのブロッ
クの周囲に表示する場合、横クロストークが図１０に示
すＣ－Ｃ線上に配置された表示画素間で発生する。すな
わち、比較的大きな駆動電流がＣ－Ｃ線上で白ブロック
を表示する表示画素に供給され、これが白色ブロックの
両側で背景を表示する表示画素の駆動電流を低下させる
原因となる。この背景の階調は駆動電源線の端部から遠
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い白色ブロックに近づくほど配線抵抗の影響で低下す
る。これに対して、図１０に示すＢ－Ｂ線上に配置され
た表示画素は全て背景を表示するために用いられること
から、Ｃ－Ｃ線上で背景を表示する表示画素ほど著しい
配線抵抗の影響を受けず、ほぼ均一な中間階調で背景を
表示できる。背景の階調差がこのように明確なクロスト
ークは表示品質を著しく劣化させる結果となる。
【０００６】本発明の目的はこのような問題を解消し、
駆動電源線に沿って表示画素間で発生するクロストーク
を大幅に低減できる表示装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、表示画
面を構成する複数の表示画素のマトリクスアレイと、複
数の表示画素の行に沿った複数の走査線と、複数の表示
画素の列に沿った複数の信号線と、複数の表示画素に共
通に接続される電源配線とを備え、各表示画素は自己発
光素子、対応走査線からの走査信号に応答して対応信号
線からの映像信号を取込む画素スイッチ、画素スイッチ
からの映像信号を保持する容量素子、並びに自己発光素
子および電源配線間に接続され容量素子に保持される映
像信号に基く駆動電流を自己発光素子に供給する駆動素
子を含み、電源配線は複数の表示画素の行および列の一
方にそれぞれ接続される複数の駆動電源線、および複数
の駆動電源線に直交し各駆動電源線に沿った方向におい
て複数の表示画素を複数ブロックに等分するように配置
され複数の駆動電源線に電源電圧を供給する少なくとも
１本の補助電源線を含む表示装置が提供される。
【０００８】この表示装置では、少なくとも１本の補助
電源線が複数の駆動電源線に直交し各駆動電源線に沿っ
た方向において複数の表示画素を複数ブロックに等分す
るように配置され、これら駆動電源線に電源電圧を供給
する。この場合、駆動電源線に接続された一定数の表示
画素の各々から最も近い給電点、すなわち補助電源線ま
での距離がこの駆動電源線の長さの半分以下に設定され
る。一部の表示画素が大きな駆動電流を必要としたとし
ても、駆動電源線の配線抵抗を低減できるため、横クロ
ストークによる表示品質の著しい劣化を避けることがで
きる。特に、複数の表示画素が補助電源線により２ブロ
ックに等分されるような場合には、表示画面の中央付近
でも良好な明るさを得ることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１実施形態に係
る有機ＥＬ表示装置について図面を参照して説明する。
【００１０】図１は有機ＥＬ表示装置の回路配置を示
す。この有機ＥＬ表示装置は、対角１０．４インチ以上
の表示画面、すなわち表示領域ＤＳを構成する複数の表
示画素ＰＸのマトリクスアレイ、これら表示画素ＰＸの
行に沿って配置される複数の走査線１１（Ｙ1～Ｙ2
m）、これら表示画素ＰＸの列に沿って配置される複数
の信号線１２(Ｘ1～Ｘ2n）、表示領域ＤＳの外側に配置
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され複数の走査線１１を駆動する走査線駆動回路１４、
および表示領域ＤＳの外側に配置され複数の信号線１２
を駆動する信号線駆動回路１５を備える。複数の走査線
１１および信号線１２の交差位置近傍には、複数の画素
スイッチがそれぞれ配置される。各表示画素ＰＸは画素
スイッチ１３、有機ＥＬ素子１６、駆動素子１７、およ
び容量素子１８を含む。各表示画素ＰＸにおいて、画素
スイッチ１３は対応走査線１１からの走査信号に応答し
て対応信号線１２からの映像信号を取込むように接続さ
れる。容量素子１８は画素スイッチ１３からの映像信号
を保持するように接続される。駆動素子１７は容量素子
１８に保持される映像信号に対応する駆動電流を有機Ｅ
Ｌ素子１６に供給するように駆動電源線Ｖddおよび基準
電源線Ｖss間でこの有機ＥＬ素子１６に直列に接続され
る。電源線ＶddおよびＶssは外部電源電圧により例えば
＋１０Ｖおよび０Ｖの電位に設定される。有機ＥＬ素子
１６は赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青色（Ｂ）とい
う３種発光色のいずれかで発光するように構成される。
これら発光色は複数列の有機ＥＬ素子１６に所定順序で
割り当てられる。画素スイッチ１３は例えばＮチャネル
薄膜トランジスタにより構成され、駆動素子１７はＰチ
ャネル薄膜トランジスタにより構成される。
【００１１】走査線駆動回路１４および信号線駆動回路
１５は、画素スイッチ１３および駆動素子１７と同一工
程で形成されるＮチャネル薄膜トランジスタおよびＰチ
ャネル薄膜トランジスタにより構成され、同一絶縁基板
上に一体的に形成される。
【００１２】走査線駆動回路１４は外部回路から供給さ
れる垂直走査制御信号を受け取り、この垂直走査制御信
号の制御により１フレーム期間（１Ｆ）において順次複
数の走査線１１に走査信号を供給する。すなわち、各走
査線１１は互いに異なる１水平走査期間において走査信
号により駆動される。信号線駆動回路１５は外部回路か
ら供給されるデジタル映像信号および水平走査制御信号
を受け取り、この水平走査制御信号の制御により各水平
走査期間においてデジタル映像信号を順次階調電圧に変
換し、これら階調電圧を複数の信号線１２にアナログ映
像信号として出力する。
【００１３】各行の画素スイッチ１３は対応走査線１１
から供給される走査信号により１水平走査期間に導通
し、走査信号が再び１フレーム期間後に供給されるまで
非導通となる。駆動素子１７はこれら画素スイッチ１３
を介して容量素子１８に保持されたアナログ映像信号に
対応した駆動電流を有機ＥＬ素子１６にそれぞれ供給す
る。
【００１４】図２は有機ＥＬ表示装置の部分的な平面構
造を示し、図３は図２に示すＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った
断面構造を示す。表示画素ＰＸ、走査線１１、信号線１
２、走査線駆動回路１４、信号線駆動回路１５、および
電源線Ｖdd,Ｖssはガラス板等の光透過性絶縁基板２０
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と一体的に構成される。絶縁基板２０はシリコン窒化膜
２１Ａおよびシリコン酸化膜２１Ｂとの積層体であって
シリコンの拡散を阻止するバリアとなる下地層２１で覆
われる。
【００１５】画素スイッチ１３および駆動素子１７等の
薄膜トランジスタは、下地層２１上に形成される半導体
薄膜２４、半導体薄膜２４を覆う酸化シリコンのゲート
絶縁膜２５、このゲート絶縁膜２５を介して半導体薄膜
２４上に配置されるゲート電極２６、および半導体薄膜
２４内に所定濃度の不純物を含んで形成されるソースお
よびドレインにそれぞれ接続されるソースおよびドレイ
ン電極２７，２８を含む。半導体薄膜２４はポリシリコ
ンであり、ゲート電極２６はＭｏＷであり、ソースおよ
びドレイン電極２７，２８はＭｏ／Ａｌ／Ｍｏのような
金属の３層構造である。ゲート電極２６および半導体薄
膜２４はソースおよびドレインを露出するコンタクトホ
ールＨ１を持つ酸化シリコンの層間絶縁膜２３で覆われ
る。ソース電極２７およびドレイン電極２８はコンタク
トホールＨ１で半導体薄膜２４のソースおよびドレイン
にコンタクトして層間絶縁膜２３上に形成される。駆動
素子１７のゲート電極２６は画素スイッチ１３のドレイ
ン電極２８に接続し、また、駆動素子１７のドレイン電
極２８は有機ＥＬ素子ＰＸに接続され、ソース電極２７
は駆動電源線Ｖddに接続される。
【００１６】有機ＥＬ素子１６は赤、緑、または青の蛍
光性有機化合物を含む薄膜である発光層３４をカソード
電極３６およびアノード電極３０間に挟持した構造を有
し、発光層３４に電子および正孔を注入しこれらを再結
合させることにより励起子を生成させ、この励起子の失
活時に生じる光放出により発光する。ここで、励起子を
効率的に生成させるため、バッファ層３３が発光層３４
およびアノード電極３０間に配置され、電子輸送層３５
が発光層３４およびカソード電極３６間に配置される。
アノード電極３０は例えばＩＴＯで構成される透明電極
であり、カソード電極３６はＢａ／Ａｇのような金属の
２層構造で構成される反射電極である。
【００１７】アノード電極３０は駆動素子１７を構成す
る薄膜トランジスタのソースおよびドレイン電極２７，
２８と同様に層間絶縁膜２３を下地として形成され、ド
レイン電極２８はこのアノード電極３０にコンタクトす
るよう一部がアノード電極３０上に重なるよう形成され
る。アノード電極３０、ソースおよびドレイン電極２
７，２８、並びに層間絶縁膜２３はアノード電極３０を
部分的に露出する窒化シリコンの保護絶縁膜２９により
覆われる。保護絶縁膜２９はアノード電極３０を部分的
に露出する酸化シリコンの親水膜３１で覆われる。親水
膜３１はアノード電極３０を部分的に露出するアクリル
樹脂等の隔壁膜３２で覆われる。保護絶縁膜２９、親水
膜３１、および隔壁膜３２の絶縁体はアノード電極３０
を部分的に露出するテーパ状の開口ＯＰを持つ。バッフ
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ァ層３３は一定量の水溶性高分子溶液をインクジェット
方式で開口ＯＰ内に注入することにより形成される。発
光層３４は、一定量の蛍光性有機化合物を含む例えばポ
リフルオレン等の高分子溶液をインクジェット方式で開
口ＯＰ内に注入することによりバッファ層３３上に形成
される。電子輸送層３５は、一定量の高分子溶液をイン
クジェット方式で開口ＯＰ内に注入することにより発光
層３４上に形成される。隔壁膜３２および電子輸送層３
５は金属蒸着により形成されるカソード電極３６で覆わ
れ、このカソード電極３６はＳｉＮ、ＡｌＮ等のパッシ
ベーション層３７で覆われる。このパッシベーション層
３７は、吸湿材として機能する。
【００１８】上述の構造物は絶縁基板２１の外周端部に
沿って塗布されるシール材によりガラス板、金属板、樹
脂板、フィルムのような封止板３８に窒素雰囲気中で接
着され、これにより窒素がパッシベーション層３７およ
び封止板３８との間の空間３９に封止される。尚、駆動
素子１７のゲート電極２６は図２に示す駆動電源線Ｖdd
に層間絶縁膜２３を介して容量結合する容量電極を兼ね
て形成され、この容量結合により容量素子１８を構成す
る。また、複数の表示画素ＰＸは光透過性基板２０を透
過させて有機ＥＬ素子１６からの光をここではアノード
電極を介して発射する下面発光型のマトリクスアレイで
ある。
【００１９】ここで、この有機ＥＬ表示装置の電源配線
について説明する。有機ＥＬ表示装置では、複数の駆動
電源線Ｖddおよびこれら駆動電源線Ｖddと一体化あるい
は電気的に接続される単一の補助電源線Ｖdd2が基準電
源線Ｖssを基準にした電源電圧を複数の表示画素ＰＸに
供給するために設けられる。これら駆動電源線Ｖddは表
示領域ＤＳ内において例えば複数の表示画素ＰＸの行に
沿った走査線１１と平行に配置され、各々対応行の表示
画素ＰＸに共通に接続される。単一の補助電源線Ｖdd2
は複数の表示画素ＰＸの列に沿った信号線１２と平行に
配置され、この結果として複数の駆動電源線Ｖddと直交
する。この補助電源線Ｖdd2は各駆動電源線Ｖddに沿っ
た行方向において複数の表示画素ＰＸを２ブロックに等
分するように第ｎ列の表示画素ＰＸと第ｎ＋１列の表示
画素ＰＸとの間の境界上に配置され、外部からの電源電
圧を供給するために複数の駆動電源線Ｖddに接続され
る。複数の表示画素ＰＸは表示領域ＤＳにおいて等ピッ
チに形成される。絶縁基板２０を透過する有機ＥＬ素子
１６からの光を遮らないように補助電源線Ｖdd2を第ｎ
列の表示画素ＰＸと第ｎ＋１列の表示画素ＰＸとの間に
配置することによりこれら表示画素ＰＸのピッチが不規
則になることを避けるため、補助電源線Ｖdd2の左側に
配置された画素ブロックに含まれる第１列から第ｎ列の
表示画素ＰＸと信号線Ｘ１～Ｘnとの位置関係と補助電
源線Ｖdd2の右側に配置された画素ブロックに含まれる
第ｎ＋１列から第2n列の表示画素ＰＸと信号線Ｘn+1～
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7
Ｘ2nとの位置関係はこの補助電源線Ｖdd2を境界として
対称的に設定される。いいかえると、信号線１２および
表示画素ＰＸのパターンが駆動電源線Ｖddに沿った行方
向において補助電源線Ｖdd2の両側に配置される２ブロ
ック間で逆となる。このようなパターンとすることによ
り、第ｎ列の表示画素ＰＸと第ｎ＋１列の表示画素ＰＸ
との間に補助電源線Ｖdd2を配置するためのスペースが
設けられる。そして、補助電源線Ｖｄｄ２が視認される
のを抑制することができ、また特に補助電源線Ｖｄｄ２
と信号線Ｘ１～Ｘ２ｎの配線幅を同等とすることによ
り、より表示品位の良好な表示画面を得ることができ
る。
【００２０】本実施例の有機ＥＬ表示装置では、行方向
に伸びる複数の駆動電源線Ｖddが表示領域内ＤＳで列方
向に伸びる補助電源線Ｖdd2に接続され、かつその補助
配線Ｖｄｄ２が全信号線の略中央に配置されるため、駆
動電圧の外部入力端からの距離に比例した配線抵抗の増
大を抑制できる。具体的には、補助電源線Ｖdd２は行方
向において複数の表示画素ＰＸを２ブロックに等分す
る。この場合、駆動電源線Ｖddに接続された１行分の表
示画素ＰＸの各々から最も近い給電点、すなわち補助電
源線Ｖdd2までの距離がこの駆動電源線Ｖddの長さの半
分以下に設定される。各行の表示画素ＰＸの一部が大き
な駆動電流を必要としたとしても、駆動電源線Ｖddの配
線抵抗を低減できるため、横クロストークによる表示品
質の著しい劣化を避けることができる。また、複数の表
示画素ＰＸが補助電源線Ｖdd2により２ブロックに等分
されるような場合には、表示画面の中央付近でも良好な
明るさを得ることができる。さらに、補助電源線Ｖdd2
は従来において信号線が存在していた場所に設けられる
ため開口率を一律に保つことが可能である。
【００２１】また、図１に示す表示画素ＰＸは駆動電源
線Ｖddの幅を広くして配線抵抗を低減できるレイアウト
となっている。このため、このような構造を持たない従
来の表示画素よりも明るい表示が可能である。また、各
駆動電源線Ｖddの幅を例えば走査線１１の線幅よりも広
くすれば、エレクトロマイグレーションの発生も防止で
きる。
【００２２】尚、上述の実施形態においては、各薄膜ト
ランジスタがシングルゲート構造の場合について説明し
たが、本発明はそれに限定されるものではなく、ダブル
ゲートあるいは３つ以上のマルチゲート構造を有してい
ても本実施形態と同様の効果を得ることが可能である。
【００２３】また、上述の実施形態においては、半導体
薄膜２４は例えば多結晶シリコン膜で構成されるが、微
結晶シリコン膜又は非晶質シリコン膜等を用いて構成さ
れても良い。
【００２４】また、上述の実施形態においては、画素ス
イッチ１３の薄膜トランジスタをＮチャネル薄膜トラン
ジスタ、駆動素子１７の薄膜トランジスタがＰチャネル
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薄膜トランジスタで構成されたが、本発明はそれに限定
されるものではなく、制御信号の論理と電源電圧の極性
を反転させる事で、画素スイッチ１３の薄膜トランジス
タをＰチャネル薄膜トランジスタ、駆動素子１７の薄膜
トランジスタをＮチャネル薄膜トランジスタで構成する
ことも可能であり、さらにこれら組み合わせの一方に限
定せず、これらを併用することも可能である。
【００２５】また、上述の実施形態においては、アノー
ド電極３０をソース・ドレイン電極２７，２８と同一平
面上に形成する場合について説明したが、これに限定さ
れず、カソード電極をソース・ドレイン電極２７，２８
と同一平面上に、アノード電極を発光層を介してカソー
ド電極と対向する位置に配置しても良い。
【００２６】また、上述の実施形態においては、自己発
光部として各色共通に形成されるバッファ層、電子輸送
層、及び各色毎に形成される発光層の３層積層で構成し
たが、機能的に複合された２層または単層で構成されて
もよい。
【００２７】また、上述の実施形態においては、各表示
画素ＰＸが画素スイッチ１３および駆動素子１７として
２個の薄膜トランジスタで構成されたが、本発明はこの
構成に限定されず、駆動電流を供給することにより有機
ＥＬ素子１６のような自己発光素子に発光させる様々な
表示装置に適用可能である。
【００２８】また、上述の実施形態においては、発光層
に高分子系の材料を用いる場合について説明したが、例
えばＡｌｑ

３
等の低分子系の材料を用いてもよく、この

場合は色毎に蒸着を行って形成することができる。
【００２９】さらに、上述の実施形態においては、有機
ＥＬ表示装置について説明したが、本発明はそれに限定
されるものではなく、例えば発光層が無機材料から成る
無機ＥＬ表示装置に適用しても同様の効果が得られる。
【００３０】以下、本発明の第２実施形態に係る有機Ｅ
Ｌ表示装置について図面を参照して説明する。この有機
ＥＬ表示装置は複数の表示画素ＰＸの分割方向が異なる
ことを除いて第１実施形態と同様に構成される。
【００３１】図４はこの有機ＥＬ表示装置の回路配置を
示し、図５は図４に示す有機ＥＬ表示装置の部分的な平
面構造を示す。図４および図５では、第１実施形態と同
様な部分を同一参照符号で表し、その説明を省略する。
【００３２】すなわち、有機ＥＬ表示装置では、複数の
駆動電源線Ｖddおよびこれら駆動電源線Ｖddと一体化あ
るいは電気的に接続される単一の補助電源線Ｖdd2が第
１実施形態と同様に基準電源線Ｖssを基準にした電源電
圧を複数の表示画素ＰＸに供給するために設けられる。
これら駆動電源線Ｖddは表示領域ＤＳ内において複数の
表示画素ＰＸの列に沿った信号線１２と平行に配置さ
れ、各々対応列の表示画素ＰＸに共通に接続される。単
一の補助電源線Ｖdd2は複数の表示画素ＰＸの行に沿っ
た走査線１１と平行に配置され、この結果として複数の
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9
駆動電源線Ｖddと直交する。この補助電源線Ｖdd2は各
駆動電源線Ｖddに沿った列方向において複数の表示画素
ＰＸを２ブロックに等分するように第ｍ行の表示画素Ｐ
Ｘと第ｍ＋１行の表示画素ＰＸとの間の境界上に配置さ
れ、外部からの電源電圧を供給するために複数の駆動電
源線Ｖddに接続される。複数の表示画素ＰＸは本実施形
態の表示領域ＤＳにおいて等ピッチで形成される。絶縁
基板２０を透過する有機ＥＬ素子１６からの光を遮らな
いように補助電源線Ｖdd2を第ｍ行の表示画素ＰＸと第
ｍ＋１行の表示画素ＰＸとの間に配置することによりこ
れら表示画素ＰＸのピッチが不規則になることを避ける
ため、補助電源線Ｖdd2の上側に配置された画素ブロッ
クに含まれる第１行から第ｍ行の表示画素ＰＸと走査線
Ｙ１～Ｙｍとの位置関係と補助電源線Ｖdd2の下側に配
置された画素ブロックに含まれる第ｍ＋１行から第2ｍ
行の表示画素ＰＸと走査線Ｙｍ+1～Ｙ2ｍとの位置関係
はこの補助電源線Ｖdd2を境界として対称的に設定され
る。いいかえると、走査線１１および表示画素ＰＸのパ
ターンが駆動電源線Ｖddに沿った列方向において補助電
源線Ｖdd2の両側に配置される２ブロック間で逆とな
る。このようなパターンとすることにより、第ｍ行の表
示画素ＰＸと第ｍ＋１行の表示画素ＰＸとの間に補助電
源線Ｖdd2を配置するためのスペースが設けられる。そ
して、補助電源線Ｖｄｄ２が視認されるのを抑制するこ
とができ、また特に補助電源線Ｖｄｄ２と走査線Ｙ１～
Ｙ2mと配線幅を同等とすることにより、より表示品位の
良好な表示画面を得ることができる。
【００３３】本実施例の有機ＥＬ表示装置では、列方向
に伸びる複数の駆動電源線Ｖddが表示領域内ＤＳで行方
向に伸びる補助電源線Ｖdd2に接続されるため、駆動電
圧の外部入力端からの距離に比例した配線抵抗の増大を
抑制できる。具体的には、補助電源線Ｖdd２は列方向に
おいて複数の表示画素ＰＸを２ブロックに等分する。こ
の場合、駆動電源線Ｖddに接続された１列分の表示画素
ＰＸの各々から最も近い給電点、すなわち補助電源線Ｖ
dd2までの距離がこの駆動電源線Ｖddの長さの半分以下
に設定される。各列の表示画素ＰＸの一部が大きな駆動
電流を必要としたとしても、駆動電源線Ｖddの配線抵抗
を低減できるため、駆動電源線Vdd方向の縦クロストー
クによる表示品質の著しい劣化を抑制することができ
る。また、複数の表示画素ＰＸが補助電源線Ｖdd2によ
り２ブロックに等分されるような場合には、表示画面の
中央付近でも良好な明るさを得ることができる。さら
に、補助電源線Ｖdd2は従来において走査線が存在して
いた場所に設けられるため開口率を一律に保つことが可
能である。
【００３４】以下、本発明の第3実施形態に係る有機Ｅ
Ｌ表示装置について図面を参照して説明する。この有機
ＥＬ表示装置は、上記の第1および第2実施形態が単一の
補助電源線を有していたのに対し、複数の補助電源線を
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有するものである。
【００３５】図６はこの有機ＥＬ表示装置の回路配置を
示し、図７は図６に示す有機ＥＬ表示装置の部分的な平
面構造を示す。図６および図７では、第1実施形態と同
様な部分を同一参照符号で表し、その説明を省略する。
【００３６】各表示画素の発光面積が出射する光の主波
長毎に、つまり色毎に適宜設定されるものである。例え
ば、ここではＲ，Ｇ，Ｂ各色に対応する表示画素が形成
され、その発光面積の比が５：５：８となるよう構成さ
れる。この発光面積は、輝度半減時間が各色で共通とな
るよう電流密度を調整した大きさに設定される。
【００３７】そして、複数の駆動電源線Ｖｄｄおよびこ
れら駆動電源線Ｖｄｄと一体的あるいは電気的に接続さ
れる複数の補助配線Ｖｄｄ２が第1実施形態と同様に基
準電源線Ｖｓｓを基準にした電源電圧を複数の表示画素
ＰＸに供給するために設けられる。これら駆動電源線Ｖ
ｄｄは表示領域ＤＳにおいて複数の表示画素ＰＸの行に
沿った走査線１１と平行に配置され、各々対応行の表示
画素ＰＸに共通に接続される。複数の補助電源線Ｖdd2
はアノード電極の面積がＢよりも小さいＲ，Ｇ表示画素
列間に複数の表示画素ＰＸの列に沿った信号線１２と平
行に配置され、この結果として複数の駆動電源線ＶＤＤ
に直交する。
【００３８】複数の表示素子は、本実施形態の表示領域
ＤＳにおいて等ピッチで形成される。つまり実質的に発
光に寄与する略矩形領域の中点が等ピッチで配置されて
いる。画素毎の輝度は一定であるためＲおよびＧ画素間
に補助電源線ＶＤＤ２を配置しても補助配線ＶＤＤ２が
視認されるのを防止することができる。
【００３９】絶縁基板２０を透過する有機ＥＬ素子１６
からの光を遮らないように各補助電源線Ｖdd2をＲ画素
列の表示画素ＰＸとこれに隣接するＧ画素列の表示画素
ＰＸとの間に配置することによりこれら表示画素ＰＸの
ピッチが不規則になることを避けるため、補助電源線Ｖ
dd2の左側に配置された画素ブロックに含まれるＲ画素
列の表示画素ＰＸと対応する信号線Ｘ３ｌ－２（ｌ＝
１，２、・・・、2n/3）との位置関係と補助電源線Ｖdd
2の右側に配置された画素ブロックに含まれるG画素列の
表示画素ＰＸと信号線Ｘ３ｌ－１との位置関係はこの補
助電源線Ｖdd2を境界として対称的に設定される。いい
かえると、信号線１２および表示画素ＰＸのパターンが
駆動電源線Ｖddに沿った行方向において補助電源線Ｖdd
2の両側に配置される２ブロック間で逆となる。このよ
うなパターンとすることにより、R画素列の表示画素Ｐ
ＸとG画素列の表示画素ＰＸとの間に補助電源線Ｖdd2を
配置するためのスペースが設けられる。
【００４０】このように、補助電源線を駆動電源と直交
する方向に複数本配置することでさらにクロストークの
発生を削減することができる。
【００４１】図８は図１に示す有機ＥＬ表示装置の変形
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例を示す。この変形例は、複数の表示画素ＰＸが光透過
性基板２０を透過させずに有機ＥＬ素子１６からの光を
ここではカソード電極３６を介して発射する上面発光型
のマトリクスアレイである場合に本発明を適用したもの
である。この有機ＥＬ表示装置は、図９に示すように画
素スイッチ１３および駆動素子１７を構成する薄膜トラ
ンジスタのソース・ドレイン電極２７，２８、駆動電源
線Vdd等の配線層上に絶縁膜４０を介してアノード電極
３０が形成される。この場合、アノード電極３０が絶縁
膜を介して配線層とは別層に形成されるため、補助電源
線Ｖdd2を配置するスペースを確保する目的で信号線１
２および表示画素ＰＸのレイアウト変更がなくても複数
の表示画素ＰＸの列方向に伸びる複数の補助電源線Ｖdd
2が設けることができ、これら複数の補助電源線Ｖdd2に
直交する行方向に伸びる複数の駆動電源線Ｖddに接続さ
れる。このように配線層とアノード電極とを別層に形成
することで配線パターンの設計自由度を向上させること
ができる。ここでは、各補助電源線Ｖdd2は赤（Ｒ）,緑
（Ｇ），青（Ｂ）というの順序で行方向に並ぶ発光色の
うちの１つである青で発光する有機ＥＬ素子１６を持つ
列の表示画素ＰＸの領域を横断するように形成される。
【００４２】この変形例では、複数の表示画素ＰＸが行
方向において２ブロックを越える多数のブロックに等分
されるため、駆動電源線Ｖddに接続された１行分の表示
画素ＰＸの各々から最も近い給電点、すなわち補助電源
線Ｖdd2までの距離がこの駆動電源線Ｖddの長さに対し
て極めて短く設定される。一部の表示画素ＰＸが大きな
駆動電流を必要としたとしても、駆動電源線Ｖddの配線
抵抗の影響を受けにくく、横クロストークによる表示品
質の著しい劣化を避けることができる。また、表示画面
全体に渡って良好な明るさを得ることができる。さら
に、赤、緑、および青という発光色のうちでホワイトバ
ランスにより制限される駆動電流の最大値が最小である
発光色が青であるため、各補助電源線Ｖdd2がこの青で
発光する有機ＥＬ素子１６の列に沿って配置される。す
なわち、配線抵抗の影響を受けやすい発光色で発光する
有機ＥＬ素子１６を持つ表示画素ＰＸが最も電源電圧の
給電点から短い距離に位置することになるため、表示品*

12
*質をさらに向上させることができる。
【００４３】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、駆動電源
線に沿って表示画素間で発生するクロストークを大幅に
低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の回路配置を示す図である。
【図２】図１に示す有機ＥＬ表示装置の部分的な平面構
造を示す頭である。
【図３】図２に示すＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面構造
を示す図である。
【図４】本発明の第２実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の回路配置を示す図である。
【図５】図４に示す有機ＥＬ表示装置の部分的な平面構
造を示す図である。
【図６】本発明の第3実施形態に係る有機EL表示装置の
回路配置を示す図である。
【図７】図６に示す有機EL表示装置の部分的な平面構造
を示す図である。
【図８】図１に示す有機ＥＬ表示装置の変形例を説明す
るための図である。
【図９】図８に示す有機EL表示装置の断面構造を示す図
である。
【図１０】従来の有機ＥＬ表示装置の表示において発生
する横クロストークを説明するための図である。
【符号の説明】
１１(Ｙ1～Ｙ2m）…走査線
１２（Ｘ1～Ｘ2n）…信号線
１３…画素スイッチ
１６…有機ＥＬ素子
１７…駆動素子
１８…保持容量
ＰＸ…表示画素
Ｖss…基準電源線
Ｖdd…駆動電源線
Ｖdd2…補助電源線

【図３】 【図１０】
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